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はじめに

｜’l然教育｜剖の，U矧については， 1978 ，，，，にそれまで，氾録された ｜｜ 録と j・汀二の作態的観祭のJ己述を加え報~·；－

し， 1981，，ドにその後の追加純などについてi向単な報告をした。

今回の判i）＇；－は， 1981"tのものと一部屯似するが，1979年以降 1981イ｜ーまでの記録をもとに辰近の「｜然、教

育園に凡られるX.b矧の生息状況についてJ己したい。

目録に追加する記録

カイツブリ目 PODICIPEDIFORMES 

カイツブリ手ヰ PODICIPITIDAE 

カイツフリ Podicepsγuficollis poggei (REICHENOW) 

20・w～31.x . 1980 （繁殖 ・3羽巣立）' 10・m～9・w・1981(21・E・3羽，2・w 巣完成，15・
N：巣につく， 19.v：巣なくなる， 14・羽： 1成 ・2幼， 営巣場所不明）' 15・I・1981(1羽・水生）．
1981年は，昨年の営巣場所に造巣したのち放楽し，その後，突然、ヒナを発見。おそらく ，水生他物教材

悶北i¥l.IJのヨシ原の中で営巣したものと思われる。

コウノトリ目 CICONIIFORMES 

サギ科 ARDEIDAE

コ イサギ Nyctico叩 xn百cticoraxn ycticoγax (LINNAEUS) 

22. x . 1980; 22・IX,6～7・x・1981

例年W～IXにひょうたん池 ・水生に夜間l飛米し，早朝飛去する。残留するのは幼鳥が多い。

タイ サ ギ Egγettaalba (LINNAEUS) 

24・I・1980(1) 

コ サ ギ E.garzetta garzetta (LINNAEUS) 

1973年頃よりしばしば飛来するようになり，1979年 11月から 1980年 3月まて
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；）＇（＇.＇］：二柏物教材闘を1j1心に見られた。

その後少し飛米の回数が減り，現在は水鳥の／｛＇，からいもりの池にかけてII~i＇々 1 ～2 羽がj,.＇， られる程度とな

る。

カ1ンカモ目 ANSERIFORMES 

ガン力モ科 ANATIDAE

オシドリ Aixgale門culata(LINNAEUS) 

かつて 158羽（27・沼 ・1964:120 0・38平）をかぞえたが，その後次第に飛来数が減少し，近年は， 35

～45羽前後となる。

5・VIII・1979(2♀引）～17.v・1980（作 10甲），最刈数は，21・H・1980(20 0・16甲） 8・VIII・1980

(1♀型）～14・VI・1981(1♀）， 最尚数は， 21・氾 ・1980(27 0・20♀） 1981年内は， 1JJ,1忽は 27• VIII (1中

型），年内最高数は， 17・氾（230・13♀）

5・VIII・1979の初認は，これまでもっとも早い記録であり， 14・VI・1981の終認は， もっとも遅い認録

である。

飛来中の数の変動については，1980～1981と 1981の初めのWI問について図 1.こ示した。

二の図からもわかるように，飛来数は雄が非常に多く ，そのうえ外部とのHI入りははげしく ，自然、教育闘

に冬季安定した状態で生息しているとはいえない。

ーの傾向は雌にとくに強く現われているといえよう。

飛来日寺はjjj~~－を示してはし、るが，維が早い飛来を示すよ うに思われ， 飛去は， f許形成のみられなかった (I材

体が早く去るようである。

とくに，14・VI・1981の雌個体は， 7おそらく，条件さえととのえは，園内で繁殖を試みようとした需で

はないかと考えられる （12.v • 1981：各 lo♀・ひょうたんj也）。

マ カモ A叫asplalyrhynchos platyγhynchos LINNAEUS 

4～8・氾 ・1979(1 0・2甲）; 15・氾I・1979～9・H・1980;31・x・1980～26・皿・ 1981;13, 28・沼，

24・沼I・1981(l、ずれも，1～Zo♀でみられる）

カノレカモ A. poecilorhyncha zonorhy叫chαSWINHOE

6 • V (2) , 4 • XI・1979～9・H・1980;17・V (6)' 1～9. x' 27・氾1・1980;21・m～22・w・1981;
17.氾 ・1981～

マガモも冬季よく飛来するようになり，カノレカモも 2～5羽くらいで飛米し，書店儲日数も長くなる(ii（向に

ある。

L、ずれも，ひょうたん池 ・水生他物教材困 ・水鳥のれにみられる。

カノレガモについては 15• I • 1982 (12）の記録がある。

コガモ A.cγecca crecc品 LINNAEUS

かつては 104羽（15・1・1970）の飛米がみられたが，その後減少し， 1980年頃には，きわめて少なく

なった。

6 • v • 1979 (3 0・4中；終認）; 20・x(1). 3・氾 ・1979～1・H・1980;13・IV・1980（終l泌） ; 2 （初

認）， 8, 30・x (3o・7甲）～21・氾・ 1980;29・I～11・IV・1981;3～15 • x . 1981; 13・XI・1981(1 0・

4♀） 

多くは対f；雌ともに 1～2羽が飛来する程度である。
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例年数多く飛来していたH寺のもっとも早い初認は 21・VIII・1970，もっとも遅い終認は 16・v・1964で，
オシ トリと時期を同じくしていた。

ワシタカ目 F ALCONIFORMES 

ワシタカ科 ACCIPITRIDAE 

ビ Milvus migγ日叫sli叫eat叫S (J.E. GRAY) 

5, 6, 28 • x ; 4, 5・苅 ・1980;24. x・1981（各 1)

1978 ～ 1979 年頃まて、は，闘内を冬 （例年溜～翌年 II ） の~I』として利用していた もので， 最，：'li数 398 羽

(15・XIl・1961：高野伸二）をかぞえたこともある。現在は利用していない。

ノスリ Buteobuteo japo冗icus(TEMMINCK & SCHLEGEL) 

10・沼 ・1981(1) 

ハヤブサ科 FALCONIDAE 

ハヤブ サ Falcopereg何nusjaponensis GMELIN 

13・氾1・1979;17' 30・I・1980;2・E・1980;4・rr,20・Ul'14・x・1981（各 1・t空を通過）

チョウゲンポウ F. tinnunculus iηteγsti叫ctusHORSFIELD 

11・苅 ・1979;24 • I・1980（上空通過）

キジ目 GALLIFORMES

キジ科 PHASIANIDAE

コジュケイ Bambusicola thoγ品cicathoracicα （TEMMINCK) 

最近急激に減少しているように忠われる。

ネコなどによる捕食がその原因か。

トウカイキジ Phasia1”is colchicus tohkaidi MOMIY AMA (?) 
III • 1981～（1 0）飼育中逃げだした伺体と思われる。｜日建物跡付近の草原を中心に時々見られる。

ツル目 GRUIFORMES

クイナ科 RALLIDAE

ハン Gallinulachloropus indica BLYTH 

7～12・v・1981(1) 

移動途中の個体と思われる。ひょうたん池～水生植物教材国に生息。

チドリ目 CHARADRIIFORMES

シギ科 SCOLOPACIDAE 

イソシギ Tringahypoleucos LINNAEUS 

9・vn,s・VIII・1980(1：水生植物教材園） ; 19・w・1981(1：水生）

ヤマシギ ScolopaxγusticolαLINNAEUS

12・IV(1：・湿地） ' 21・氾 ・1981(1：ひょうたん池奥）

いずれも稀。

ハト目 COLUMBIFORMES

ハト科 COLUMBIDAE

キジ ノく ト Stγeptopelia orientalis orientalis (LATHAM) 

周年生息。繁殖。1978年当時と比べると，やや生息数が滅少している。



Ci然教育｜葉｜の鳥燃について

ホトトギス目 CUCULIFORMES 

ホトトギス科 CUCULIDAE 

カヅコウ Cuculus C目先orustelephonus HEINE 

14・IX・1980(1：いもりの池）

ホトトギス C. poliocephalus poliocephalus LATHAM 

4・VI・1980(1: ひょうたん池奥）

L、ずれも移動途ιI－＇に稀に見られる。

フクロウ目 STRIGIFORMES 

フクロウ干ヰ STRIGIDAE 

オオコノハズク Otus bakkamoena se7乱itoγquesTEMMINCK & SCHLEGEL 

9・XII・1981 ( 1 ：・ 放.I.~ ・品川区東 Ii反 LEI 1～11の路上にて保護されたもの）

アオノ、スク Ni旬oxscutulata japonica (TEMMINCK & SCHLEGEL) 

17・VI・1981

l 庁？は侮＇＜!'JI~~己しているらしL 、 。 夜の，VM合：泊、てきなL 、 fιめ＇.k↑i

フ，ツポウソウ目 CORACIIFORMES 

力ワセミ科 ALCEDINIDAE 

カワセ f Alcedo at!his bengalensis GMELIN 

24～27・咽， 6～27・沼， 26・潤 ・1979;5・IV, 18・x・1980～12・IV・1981 （各 1)
ひ工うたん池から水鳥の沼に到る沢筋に見られたが，その後見られなくなる。

スズメ目 PASSE.RIFORMES 

ツ J＼メ手ヰ HIRUNDINIDAE 

γ バ メ Hirundorustica guttur叫isSCOPOLI 

例年 4～9J lに見られる。l組内で繁殖はしなし、。Jjf］水I直i上で採餌するのが見られる。

- 17 -

29・m・1981 （初，＼~.、） ～ 4 ・ IX ・ 1981 （仇泌）， 遅い例では，15・IX・1965がある。多い例は 10:SFJ (26・

VJI • 1980) 

セキレイ科 MOT ACILLIDAE 

キセキレイ Motacilla cineγeaγabusta (BREHM) 

25 • VIII, 1～7・氾 ・1979;9～24. x . 1980; 16・IV～14・v. 1981 

不脱Wlに飛米する。ひょうたん池から水鳥の沼の聞を行き主iをする。

ハクセキレイ M. alba lugens GLOGER 

12, 19・I (3), 21・皿，28・VI (1), 22・x・1980;23°X, 28・苅 ・1981
新しい建物前などで見る。

セグロセキレイ M. gγ品ndisSHARPE 

21～IX・1979(2：・水生植物教材｜長｜）

ヒンスイ A冗thushodgsoni hodgsoni RICHMOND 

3・XI• 1980 (1: 正門付近）

以 I:2種とも稀に飛来。
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ヒヨドリ手ヰ PYCNONOTIDAE 

ヒヨ ドリ Hypsipetesamaurotis amaurotis (TEMMINCK) 

周年生息する。夏に幼鳥も見られるが，園内で繁殖しているかどうかは不明。

4月と 10月下旬に個体数が急に多くなり， 5月中旬と 9Jj下旬～10月上旬に例｛本数の減少が見られた

(1980年）。

この頃に，夏季の個体群と冬の個体i洋の入れ毛寄りがあるのかも知れないが，詳細IIは不明。

モズ科 LANIIDAE

モズ Laniusbucephalus bucephalus TEMMINCK & SCHLEGEL 

2・x・1980～10・v・1981;14・x・1981～（1～2?)

例年 liiは繁殖する。夏季に一時的に凶外に去るが冬季に戻り，1～2羽が切るい聞けた場所に見られる。
ミソサザイ草寺 TROGLODYTIDAE 

ミソ サザイ Troglodytes tγoglodytes fumigatus TEMMINCK 

18・皿・ 1981(1：森の小道のアオキ1-jlでさえずる）。

8～11・VI・1960（高野仲二）以米の必録。

ヒタキ科 MUSCICAPIDAE

ツグミ亜科 TURDINAE 

ノレリビタキ Tarsiger c百αnurusC百品nuγUS (PALLAS) 

5, 7・I・1982(1♀型： T字路～西側マツ林付近）

ジョ ウピタキ Phoe叫icurusauroγeus auγoreus (PALLAS) 

2～9・刃・ 1979(1 0・2♀）; 1 (1 o), 25 • I • 1980 (1♀） ; 28. x・1981(1 0) 

ll:Iインセクタリウム付近，小鳥の森，水生催i物教材｜掛からいもりの池にかけて見られる。

トラツグミ Tuγdus d品umaaiげ eusHOLANDRE 

4. x . 1980 (1：放鳥）

隣接する公務員約舎敷地内で保護された例体。

アカノ、ラ T.chrysolaus TEMMINCK 

1・H・1980（終認？）; 17・x・1980～6・E・1981(30 • x; 1・氾・1980: 3) ; 29 • IV・1981(1: さ
えずる・終認）

森の小道付近によく見られるが，数は少ない。暖かし、時には，さえずるのが見られる （17.x・1980）。
飛来当初は，エノキの実を採食していたが，やがて地上で行動するようになる。

シロハラ T.pallidus GMELIN 

29・w・1980（終認）; 30 • x . 1980 （初認）～8・IV・1981（終認）; 5・氾 ・1981（初品目、）～
8・皿・ 1980(7), 5・沼・1981(6）は，多い数。三文路付近，小鳥の森付近に多い。

マミチャンナイ T. obscurus GMELIN 

28・IX～31・x・1980(14: 9・X が最品数）
この 1980年は，森の小道のキスタの捲くムクノキに好んで飛来し，採餌していた。

この木には，シメ ・イカノレ ・ムクドリ ・コムク ドリなと，他の鳥も集まる。

ツグ ミ T. na叫怖品nnieunomus TEMMINCK 

8・XI• 1979 (8）～9・E・1980(3) ; 30 • x・1980(2）～29・w・1981(1) ; 10・氾・ 1981(6) 
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ツグ :fjiでは，もっとも多く飛米する。1980～1981年は，前年より数も多く飛来した。

ウグイス亜科 SYLVIINAE 

ウ グイス Cettiadiphone cantans (TEMMINCK & SCHLEGEL) 

6・w・1979～8• v . 1980; 12 • x・1980～21・w・1981;28. x. 1981～ 

センサスで得た最高I確認数は，1980～1981年度で 6羽 （6・H・1981）であるが， これまでには 7羽

(11・m・1966）の記録がある。

初鞠~！誌のd己録は， 4 ・ w ・ 1963 ; 8・E・1966;15・皿 ・1977;28・H・1978;9・E・1979;8・E・1980;

15・m・1981がある。

オオヨシキリ Acrocephalus aγ%偽di九日cei;::;o：・：entalis(TEMMINCK & SCHLEGEL) 
17～30・VI・1979;23・IV,5～7. v . 1981 

ノkノl寸前物教材｜札武11::長野他物教材［~llでさえずるの泊・｜片｜かれる 。

バボソムシクイ P九百lloscopusbo rJ品lis(BLASIUS) 

5・x・1980(1) 
秋の記録は初めてである。

エソムシクイ P. tenellipes SWINHOE 

2. x . 1980; 29・w・1981（各 1)

三XJ告からひょうたん池0)問に比られる。

1981 '.ij二の品川本は，さえずりを｜片｜かせる。

センタイムシクイ P. occipitalis coγonatus (TEMMINCK & SCHLEGEL) 

16・IV,2, 5 • V • 1980 (1) ; 19, 29・JV,3 • V • 1981 （各 1)

(Y1j｛ド，作の移動途1J1に立ちより ，11:.1“l付近，小，印の森付近，水鳥のれなどでさえずるのを見る。

ヒタキ亜科 MUSCICAPINAE 

キヒタキ Ficedula先日rcissinan品川issi悦a(TEMMINCK) 

3～6・沼 ・1979;28・IX～3・沼 ・1980;26・w・1981;23・IX～20.x・1981

6・刃 ・1979(5) ' 5 • x . 1980 (8)' 7 • x . 1981 (3）が各年の最高確認数である。

26 • lV • 1981の loは，森の小路でさえずっていた。

例年， 春，秋の移動時に見られるが，春は不定である。 似の（｜司休は，多く中ff;l.lであるが，6～7.x • 1981 

には8を見る。

ひょうたん池の水両に向ってイ1J1るミスキやサクラの校に止まっているのをよく見るが森の小道にもよく見

られる。

地上で採斜していた例もある （4・刃・ 1979）。

ムギマキ F.mugimaki (TEMMINCK) 

22・IX・1981(1♀） 

いもり の池付近で見る。 10.x・1960( 0幼）（高野仲二）以来の記録である。

オオノレリ Cyanoptilαcya悦omela旬acyanomelanα（TEMMINCK) 

5, 29・w・1980(1 0) ; 9 • x • 1981 (1♀） 

突然、現われることが多い。森の小道，正｜“j付近で見られる。

サメビクキ M1tscicapa sibi円C品 sibiricaG MELIN 
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21・IX・1980(3) ; 9 • x . 1981 (1) 

ひょうたん池付近のカラスザンショ ウの校に止まっているもの （1980). いもりの池付近の木の校に止っ

ているもの（1981）を見る。

エゾビタキ Muscicapa griseisticta (SWINHOE) 

21・IX(1), 5 (3）～17・x・1980;30・K～7.x・1981
8 • x . 1980 (5)' 6 • x . 1981 (4）が各年の最高記録数である。

ひょうたん池周辺， IEIインセクタリクム付近の高木の梢によく見る。

コサメビタキ M. latけost行SRAFFLES 

21, 28・IX（各 1)'5～17 • x . 1980; 4～7 • x . 1981 (2) 

ひょうたん池付近で見ることが多し、。水生他物教材闘で水浴びをみる （7.x . 1981）。
エゾビタキ，コサメビタキとも木の冠部や枝先で凡られるのに対し， キビタキは，t会i冠内部，校の基部で

見ることが多い。

カササギヒタキ亜科 MONARCHINAE 

サンコ ウチ ョウ Terpsiphone atγocaudata atrocaudata (EYTON) 

1 ・VI・1973（大野正男）

ヱナガ科 AEGITHALIDAE

エナガ Aegもthιloscaudatus trivirgatus (TEMMINCK & SCHLEGEL) 

2～3・氾 ・1980(1) 

稀に飛来。

シジュウカラ手ヰ PARIDAE 

ヒカA ラ Parusateγ4叫sula門SHELLMAYR 

23, 30・x(2)' 2, 4・xn(1）・1980;17・I,4・II,5・w・1981(1) 

1980～1981にかけて 1羽のみシジュ ウカラの群に泌っていたように忠われる。

ヤマカJ ラ P. vaγius世品γiusTEMMINCK & SCHLEGEL 

3～8・XI・1979;17・v,11・X～7・xn・1980;29・Ill,29・X～14・氾 ・1981;16・氾l・1981（各 1

～2) 

水鳥の沼前のエゴノキ，ひょうたん池のツクパ不ガシなどではられる。

シジュウカラ P.押iajoγ 例 1叫0γTEMMINCK& SCHLEGEL 

繁殖 ・40番前後が繁殖する。1再干の制張りは，約 0.4ヘクターノレとffi：定されている。

暖かし、時には，冬季でもさえずるのが聞かれる（7・E・1978;16・I・1981）。

メジ ロ科 ZOSTEROPIDAE

メジロ Zosteγopsjaponica japonica TEMMINCK & SCHLEGEL 

冬季に多いが，夏にも見られる。VI・1980には小鳥の森でさえずるのを｜封！く。

夏季は 1～2羽，冬季は 1～10羽程度で見る。 これまて、の最高数は，62羽（26.x・1961：，高野仲二）

の記録がある。

3・沼， 15・xn・1979;10・1～9・E・1980;28・IX・1980～18・w・1981;23・IX・1981～ なと冬よく
見られる。
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ホオジ口科 EMBERIZIDAE 

ホオンロ E悦 berizαcioidesciopsis BONAPARTE 

29・Ill(1 0)' 28 • x (1 0）・1981

式i：長野他物教材l~llで、繁殖が(i{tl認されたよともあるが（V ・ 1975） ，現在は， l時々見られる程度である 。

これまでの確認i品川数は，3 ~l~ (19～25 • I ・ 1975）， 同話’巣数は， 1f許だけである。

カ－／ラダカ E.γustica latifascia PORTENKO 

7・氾～8・XII・1979;22・X～27・XI・1980;2～28・皿・1981,5・苅～3・XII・1981

冬季同長WIの滞砲はしなし、。通常 1～2~二lで見られるが，時には 4～5 羽をよLる 。

例年毎冬に飛来するが，（間｛本数はあまり多くない種である （5:29・m・1965;6: 18・沼 ・1981）， 遅く
まで兄られた，）己録に（22・IV・1973）がある。

アオシ E.spodocephala peγsonata TEMMINCK 

例年 10J'lから世年 4月にかけて滞留する。

初l泌，終，＆，，最 r：~j記録数は， 7 . x . 1972～6 • v . 1973 (13: 14・IV・1973);14. x・1973～5.v. 
1974 (13: 9・XII・1973): 31・x・1974～27・w・1975(9; 15・w・1975); 20・x・1979～26・IV・1980
(4～5); 2・x・1980～3.v . 1981 (12; 30・x・1980);28・ x・1981～（5:18・刃 ・1981）となっている。
近年は，以1iliほど(l,¥j体数は多くなくなっている。

クロジ E.variabilis TEMMINCK 

24. x (1♀） ' 16・氾（20・冬羽） ・1980;26・IV(1♀） ' 13・苅～16・XII・1981(1♀） ; 18・刃 ・1981
(1 0); 30・I・1982(1中）

三叉路ゃいもりの池付近で見られる。乙れまでの最高確認個体数は4羽（26・IV・1963）で，移動途中に

立ち’/;fるものと考えられえいたが，1981～1982年の冬は， 1♀が越冬しているように思われる。

アトリ 手ヰ FRINGILLIDAE

カソラヒリ Caγduelis sinica (LINNAEUS) 

7・XI・1979～10・I・1980;23・w・1980(1980年は，Ill• VIII～X に未縦認、） ; 17・H～21・III,2・x,
13～20・氾， 12～27 (f時々） ・氾I・1981

品近は，1～5羽見られるが， 5～10羽（2～14・v・1963)7羽（10・IV・1975）などの記録もある。
fl.'・1(,.j¥:数が多いという種ではないが，市街地でもよく繁殖の見られる烏であり，本国との移出入があるのか

も知れない。

3 .Flに入ると玉をころがすような美しい声がきかれる。

マヒワ C.sp叩附（LINNAEUS}

5・IV・1981(1) 

4・I・1962(1:':i 

ウソ Pyrrhulapyγγhula ariseiventγis LAFRESNAYE 

27・XII・1981

イカ ノレ Eophonapersonata peγso托at'.L(TEMMINCK & SCHLEGEL} 

22・x• 1980 (2）稀に飛来する。

シバ Coccothraustescoccothraustes japonicus TEMMINCK & SCHLEGEL 

7・沼 ・1979～26・w・1980(5: IV・1980); 19・x(3）・1980～3.v・1981(8: 1, 21～22・w・1981);
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5・沼 ・1981(5: 16・XII・1981)

例年 1月から翌年 4月頃まで滞留する。

19・x・1980は早いl時WIの初泌秒ljであり，3.v ・ 1981 は，遅いII 年 JV! の終，：~.w11になる。

普通 5羽程度の個体が単独で見られ，i！＼筋を＋＿に行動する。 j也上で操餌することもある。

ハタオリドリ科 PLOCEIDAE

ススメ Passeγmontanussaturatus STEJNEGER 

年々園内の中央部に入りこむようになった。

冬季は，群で見られるが， 1981年では，山建物跡の革地に常に見られる。

個体数は，夏季に多く ，冬季が少ない。

圏内で、の繁殖は，未確認、て‘ある。

ムクドリ手ヰ STURNIDAE 

コムク ドリ Stuγ叫叫sphilippensis (FORSTER) 

28・IX(7+), 1, 9, 18. X. 1980; 22・IX・1981

議の小道のムクノキに，ムクドリにil'llり｛tfる。

。lj年，9）＇］に見ることが多 L、。個体数の多い記録は， 40羽 （19・以 ・1964:宇山）..J!ij),30 ;J~ (19・以・

1965), 10羽 （18・IX・1974）などがある。

ムクドリ S.cineγaceus TEMMINCK 

かつては秋に数百羽の訴で飛来し，採餌，水浴びなどが見られたが，現在は，前ほど個体数も多くなく，

飛来の頻度も低くなっている。

26・XII・1979(308) ; 28・IX・1980(150+) ; 5・x・1980(80）などの記録がある。
園内で繁殖の記録はない。

19・Vil!(280～300羽 ・ひょうたん池上）; 19・XII(700羽 ・森の小道）, 1963; 8・VII(168 :q:q) , 26・VII

(154羽）, 9・Vil!(203 :q;J）・ 1973はこれまでの多い例。

カラス手ヰ CORVIDAE

カケス Garγul叫Sglandarius japonicus TEMMINCK & SCHLEGEL 

9. x・1979～18・N ・1980;1・x・1980～3・N ・1981;8・X・1981～

普通 2羽が多いが，5羽（1・氾 ・1980),3羽 （8・x.1981）をかぞえることもある。1960年代から

徐々に飛来数が少なくなっているようであり （7:15・x・1963などれ不規則になっている。
オナガ C百a’nopicac百α乱乱 japonicaPARROT 

1972年頃より毎日飛来するようになった鳥で，者II市!l1)＿鳥類の 1後である。

夏季は， 1～2羽の記録が多いが，冬季は，10羽前後の鮮が見られる。

以前は， 35羽の群 （22・刃・ 1963), 24 :qojの群 （7・E・1974）の記録もある。

ノ、シボソカラス Coγ世uscoγone orientαlis EVERSMANN 

1973年以前よりは，やや冬烏的傾向を示しているかも伺lれない。

4・氾 ・1979～23・w・1980;31. x・1980～7・v・1981;22・IX・1981～

皆通は 2～30羽であるが， 1980年の 1～3月のl時々 100羽になろうかという数が比られた。

ひょうたん池奥のムクノキに多く見られる。

ハシブトガラス C. macγorhynchos japonensis BONAPARTE 



自然教育園の鳥類について - 23ー

0鳥の出1見事の高い地点

．オンドリのよく見られる地点

－ 凡 例 ー ススメ
t'Sl 0アオジ

＝＝士 公開園路
~ 旧建物跡

非公開路

へへ~ 流jl,

。也
図 建物

図 2. 鳥類の出現度の高い地点と種名
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表 1. 自然教育園鳥類群集出現調査集計表

Jl 1979 1980 
村才『 11 12 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
カイツ 7＇リ ． 

ゴイサギ ．．．． 

ダイサ耳 ． 

コ 今す ギ ．．． ．．． ．．． ．．． ．．． ．．． 
オンドリ - ． 
"7 ガ モ －． ．． 
カノレカf モ ． ． ． ． ． ． ． ． 

コ tr モ ・－－ ．． 一!--- 一ト ピ ． ． 
ノ ス

ハ ヤ ブ サ ． －－． 
チョウゲノポウ ． ． 

コ ジュ ケイ

キ ン
2、 / 

イソン ギ ． ． 
ヤ "7 / 三千
キジノ〈 卜

プJ y コウ ． 

ホ｜トギ ス ． 
ア オノ〈ス’ク ．． ．． ・－ ．． ．． ・－
カ ワセミ 一 ． ． 

"/ ノ〈 メ

キセキレ イ ．． 一ハクセキレイ ．． ． ． 

セ7ロキキレイ
ピ／スイ ． 

ヒ ヨ ドリ

モ ズ

y ゾサザ イ

ノレリビタキ
ジョウビタキ ・－ ． 
アカノ、ラ
y ロ J、 ブ

7ミチベジナイ ーー、J グ
ウ グ イ ス ． 
オオヨ ンキ ＇｝
ノポソムンクイ ． 
エソム ンク イ ． 

センダイムンクイ ・－
キビタキ ．． 

ムギ 7 キ
オオ ル リ ．． 

サメ ビ タ キ ． 
エゾビタ キ ・4・例ト4』~
コサメビタキ ．．．． 
コ二 十 -// ・－
ヒ ガ ラ ．． ・－
ヤ 7 tr ラ ．． ． 

ンジ ュウカ ラ ． ． 
メ ン ロ ． ． 一ー－ ．．． ．．． ．．． ．．． ．．． ・・， ．．． ．．． ．．．』》‘令晶~ホオ ジ ロ
カン フ タ’カ ~~ ・4←・－司．
ア オ ：‘J ・

ク ロ ン， ． ． 
カワラヒワ ．． ．． －． ．． ．． ．． ．． 
7 ヒ ワ
ウ ソ

イ 力 ノレ ． 

ン ノ
7、 丈 メ

コムクドリ ・－－－
ムク ドリ ・－－ ・－－－ ．．．． －．． ．．． ．． ．．． ．． －・－ ．． ・－ ．．． 
カ ケ ス

オ ナ ガ
ハシ末、J対7ス

ノ、ン7’トカ’フス
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繁殖・ 1 ～5 巣まで数えられる：夏はやや少なくなるが，冬期は~lj として集まる 。

1963年は， 180～200羽， 1965年は，250～350羽， 1975年は，500羽以上， 1979年は， 800羽以上，

1980年 1月は， 850羽，現在 1,000羽以上が就嚇していると般定される。

現在，日中でも 120～150羽は，圏内に残る （畑・ 1981）。

以上，最近の観察記録を記したが，全般的に見て，草原性，関側地性の鳥類が少なくなり，森林性の鳥類

カ1目tことまるようtこなってし、る。

しかし，極度に森林性を示すとされる鳥類は，以前と同じく観察されず，このへんに都市林の特性が示さ

れているのかも知れない。

都内の各地域の鳥類群集との比較などについては，改めて検討の予定であるが，自然教育園の利用の面か

ら，比較的その種の見られる地点，およびここ 2年余の年間の出現生息友を示しておいた。


